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Ⅴ 男女平等参画を阻害する様々な暴力への対策
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Ⅴ－４ 性・暴力表現への対応  

１．「女性に対する暴力」で最も対策が必要なもの 

「女性に対する暴力」で最も対策が必要だと考えるものは何かと聞いたところ「配偶者や交

際相手などからの暴力（ＤＶ）」であると答えた人の割合が最も高く26.4％であった。30代女

性は「児童買春や虐待など子供に対する性的な暴力」が32.3％で最も高い。 

 
図表Ⅴ－４－１ 「女性に対する暴力」で最も対策が必要なもの 
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